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（表）
	実施状況等報告書
	報告対象年度
	年度

	
事業者
の区分
	□　特定事業者（原油換算エネルギー使用量が1,500キロリットル以上の者）
□　特定事業者（自動車運送事業を行う者）
□　特定事業者（自家用貨物自動車による貨物の輸送を行う者）
□　中小排出事業者（特定事業者以外の事業者）

	氏名又は
名称
	

	
	

	住所又は主たる
事務所の所在地
	

	
	

	主たる
業種
	

	
	

	計画期間
	年度～　　　　　　　　年度

	温室効果ガスの排出削減計画書に
基づく
措置の
実施状況
	

	
	

	事業活動
に伴う
温室効果
ガスの
排出状況
及び削減
目標の
達成状況
	区分
	　報告対象年度　
	目　　標　　年　　度

	
	排出量
	①
	ｔ－ＣＯ２
	ｔ－ＣＯ２

	
	
削
減
率
	□　排出量ベース
	％
	％

	
	
	□　原単位ベース
	％
	％

	
	
	

	原単位に用いた
指標及び設定方法
	

	
森林吸収
源対策等
による温
室効果ガ
スの吸収
量及び
削減量
	区分
	報告対象年度（実績）　
	目標年度（計画）

	
	
	取組量等
	吸収量又は削減量
	取組量等
	吸収量又は削減量

	
	森林の整備及び保全
	整備面積
	ｈａ
	ｔ
	整備面積
	ｈａ
	ｔ

	
	J－クレジットの購入
	購入量
	ｔ
	購入量
	ｔ

	
	グリーン電力証書の購入
	購入量
	ｋｗｈ
	ｔ
	購入量
	ｋｗｈ
	ｔ

	
	グリーン熱証書の購入
	購入量
	ＧＪ
	ｔ
	購入量
	ＧＪ
	ｔ

	
	再生可能
エネルギーの供給
	売電量
	ｋｗｈ
	ｔ
	売電量
	ｋｗｈ
	ｔ

	
	
	熱供給量
	ＧＪ
	ｔ
	熱供給量
	ＧＪ
	ｔ

	
	その他
	（　　）
	
	ｔ
	（　　）
	
	ｔ

	
	吸収量及び削減量の合計
	②
	ｔ
	ｔ




（裏）
	差引
排出量
	基　準　年　度　排　出　量
	③
	ｔ－ＣＯ２

	
	報告対象年度差引排出量（①－②）
	④
	   ｔ－ＣＯ２

	
	削減率（（③－④）／③）
	
	％

	排出実績
に対する
自己評価
	

	地域における温室効果ガスの削減への貢献
に関する
事項
	

	その他温室効果ガスの排出の抑制等に関する
事　　　項
	

	
特記事項

	


　備考
　　１　「事業者の区分」欄及び「削減率」欄は，いずれか該当する□にレ印を記入すること。
　　２　「主たる業種」欄には，日本標準産業分類の細分類に従って事業名を記載し，２以上の業種に属する事業を行う事業者にあっては，そのうちの主たる事業を記載すること。
　　３　「報告対象年度」とはこの報告書を提出する年度の前年度をいい，「基準年度」とは計画期間の初年度の前年度をいい，「目標年度」とは計画期間の最終年度をいう。
